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写真には、撮り手の被写体に寄せる気持ちが（多少なりとも）表れる。「美

しく撮ろう」と「ああなんてきれいなんだろう」とでは、やっぱりちがう。

内野秀重さんの植物写真は、四角く切り取られたその空間の周りの風景も見せ

てくれる。新作写真集「草のいろ木のかたちⅡ」は、どれもつつましい輝き

をはなつ逸品。「カワラノギク」からは秋のいい匂いまでしてくる。（南谷）

野生生物や自然環境等について真剣に考えている人たちの様々な活動・団体がたくさ

んある。そうした中に貴重な情報が蓄積されている場合があるのをご存じだろうか。

最近、新たにそうした団体が誕生した。「リス・ムササビネットワーク」である

（tel＆fax：045-961-7638/E-mail:ＢＸＱ０１７４７@niftyserve.or.jp）。プロ、

アマを問わず、研究者や純粋に興味を持った人等が交流、情報交換することを目的

としている。会報第１号が出ているので興味のある方は御一読を。（中村）
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谷戸の風景

いでしょうか。

谷戸を奥へ進むと、 さらに細い谷が

右、左と分かれています。左の谷戸は、

途中まで段々の水田、 脇にごく細い水

路、谷戸の奥には高茎のヨシ草地や薄暗

い湿地があります。水田にはシュレーゲ

ルアオガエルのオタマジャクシ、畦には

陸に上がったばかりのアカガエルが飛び

跳ねています。 水田には他にマルタニ

シ、ヘイケボタルの幼虫、ホトケドジョ

ウの子供など。水田上をオオシオカラト

ンボが連結飛翔し、アジアイトトンボが

稲に止まっています。静かにしていると

樹林、河川、草地、谷戸、

溜池といった名前でくくられる

ビオトープは、 地域、 地形や

人の利用によってさらに多様な

タイプに細分化されます。 私

は、 仕事で少々、 ビオトープ

作りのアイデアを考えたり、

ビオトープの調査をする関係

で、 個人的にどこかへ出かけ

た場合でも、 時折風景を見

て、 勝手に 「○○タイプの△

△ビオトープかな」 と考える

ことがあります。 私の住まい

は多摩丘陵にありますが、 こ

こでは急速な開発によって多く

のビオトープが姿を消しています。

しかしおなじみの風景のなかには、

まだこの地域特有のタイプのビオ

トープが残されており、そこはビオ

トープの教材としても大事なんじゃ

ないかと思います。ここでは、私の

好きな小さな谷戸の６月ごろの生き物の様

子から、その谷戸のビオトープのタイプ

を考えてみることにします。

谷戸の入り口付近には水田、畑地が広

がっています。水田は排水の良い乾田で

すが、今は水が入っています。シオカラ

トンボが旋回飛翔し、足下の水面に眼を

移すと自分の歩く振動を感じたのか、ア

マガエルのオタマジャクシが一斉に遠くへ

泳いでいく様が見えます。道端、畑地脇

の草地には、 ヨモギ、 タンポポ、 ハル

ジョオンといった背の低い草本が生えてい

ます。平地の里のビオトープといえばよ

ツチガエルの鳴き声も聞こえてき

ました。地下水位が高く冬も水が

残るこの水田では、さっきの入り

口の水田より多くの生き物がいる

ようです。水路にはカワニナ、ホ

トケドジョウ、サワガニ、奥の草

地にはカヤネズミの巣もありまし

た。ここは、水に恵まれた谷戸の

地形条件のもとに、多様な環境の

要素が配置されています。多くの

生き物が棲む、多摩丘陵本来の谷

戸のビオトープと呼んでいいかも

しれません。

今度は、右の谷へ入ります。こ

こはさっきの谷戸よりやや大きい

のですが、水田放棄地が続いて、大

体高茎のヨシ草地になっています。

谷戸の中を見通すのは困難です。谷

戸のヨシ草地タイプ、簡単に決めら

れそうです。さっきの谷戸と土地の

条件はそんなに変わらないのでしょ

うが、見た目にもかなり違っています。

優劣は別にして、谷戸という地形にお

いて、条件の違いで異なったタイプが成

立するという一例だと思います。

いろいろなタイプのビオトープが姿を

消しつつありますが、 まず周囲のビオ

トープのタイプを観察し、その成り立ち

やそこに棲む生き物との関係を考えること

は、今後いろんな地域のビオトープを復

元する時に役に立つのではないでしょう

か。（本社生態技術研究室・裏戸秀幸）
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ある日のフィールド・ノートから


